



A Study of Warranted Growth Rate 
-Focusing on the changes in the definition by Harrold in 1951-
難波安彦*
NAMBA Yasuhiko 
After the proto勿peof Harrod's dynamics was presented in Harrod (1938)， a lot of research on this dynamics has been per 
formed. It may be safe to say that the most original contribution of Harrod's dynamics was the proposition of the concept 
of warranted rate of grow世1.However， Harrod (1951) re∞nsidered the concept of warranted rate of growth corresponding to 
the criticism he received form Alexander (1950) conceming the definition of the concept. In this paper， we examine Harrod 
(1951) in particular in which he changed the definition of warranted rate of growth. In addition， we carry out an analysis of 
the model of warranted rate of growth in the new definition. 
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さて Ha町od[1948Jでは現実の成長率 (G) は次式の
ように定義されているO
G=モ (1) 
Cは現実の資本係数、 sは貯蓄率を表している O 同様に
保証成長率 (Gw)は次のように定義されていた。
???? ?



































































































おいて考察している O 次節では特に Harrod[1951Jにお
保証成長率について一Harrod[1951Jにおける定義の変更を中心にー
けるハロッドの見解を検討したい。














































































































































































I什 1=1，+α(RY，κ (4) 
SY.I=I， (5) 
K'+I=K，+I，+I (6) 
1 :投資、 Y:総生産、K:資本ストック、 α:投資の反
応係数、 R: (平均)必要資本係数、 S:貯蓄率






























































G." =R+βs R+β 
+1一 ββ(I+G，) (13) 
であるが、
dG，+ R+β 、 A
dG， β(I+G} -
d2Gt+1 2(R +β)G¥ . ^  
dG，2 β(l+G'y •. 
である。さらに、(13)より、



















( 5 ) 
K'+I =K，+I， (14) 
である O モデル Iとの違いは、資本蓄積の式(14)の投
資がI什 Iで、はなくLであることだけである。
(4) (5) (14)より






















" R+β R+β+s 
'-Jt+l一 ββ(J+ G，) 
であるから、
dG'+1 R+β+s、ハ d2Gi+1 2(R +β+s)G， _"、一
dG， β(I+GJ . dG，2 β(I+G} ー
である O さらに(19)より、
(19) 













































d2kT+1ー 2α(l+aR) di 









k2 R k， 
図3
次にモデルEにおける資本係数の動きを検討したい。こ











K1 2 =R 士 ~R2 _ ~ 
k1くk2
であるから、均衡資本係数の存在条件は、







R+.IR2一企 庁e=~- R く互土."JR"=R 
または3)より、
d2kt+1 _ 2α(1+αR) ¥A 
dkt2 {1+α(R-kJY --
d2kt+1ー 2α2(R+s) ¥凸
dkt2 {1 +α(R-kJY --
である O さらに、(23)より 、








































































1 Ha町od[1973] p.l8. 
2 Harrod [1948] p.82. 
3 Harrod [1939] p.21. 





8 Ha町od[1951] p. 271. 
9 Ibid.，pp.271-2. 
10 Harrod [1951] p.272. 
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